
１ ７  就学までの流れ 

 

前年度まで 

学校見学、 オープンスク ール、  

教育相談 

就学する子ども の情報収集 

保護者の思いの把握 

保護者                       学校園 

４ 月 

進級、 就学までの予定確認 

５ 月～６ 月 

入学前のつどい等での情報収集 

特別支援教育ｺ ﾃー゙ ｨﾈー ﾀ とー の懇談 

学校見学、 学校と の相談 

７ 月～８ 月 

成 

９ 月～１ ０ 月 

学校見学、 ｵー ﾌﾟ ﾝｽｸ ﾙー等での教育相談 

１ １ 月 

就学時健診、 教育相談 

審議結果を も と に保護者は就学先を決定 

※各認定こ ども 園・ 幼稚園・ 保育所及び小学 

校は、 就学先に情報を提供し ます。  

１ ２ 月 

就学先の最終決定 

入学に向けての教育相談 

１ 月～３ 月 

体験入学 

就学先と の具体的な教育相談 

指導方法、 学習内容等の確認 

連絡シート の作成 

４ 月 

入学式の事前練習、 配慮事項の確認 

担任と の打ち合わせ 

入学予定児に関する情報収集 

就学のための連携会議開催 

学校見学、 教育相談の実施 

就学について保護者と 相談・ 確認 

 
三木市教育支援委員会 

7 月 各学校園に 

就学指導申込書の送付 

9 月 市教委へ 

就学指導申込書の提出 

 

1 0 月～1 1 月 

審議 

 

1 1 月中旬 各学校園へ 

審議結果の送付 

三

木

市

教

育

支

援

委

員

会 

特別支援学級編制協議資料作成 

（ 関係学校）  

1 1 月下旬 市教委へ 

学級編制資料提出 県教委へ 

入学に向けて準備 

時間割、 教室、 支援方法、 登下校等 

2 月末～3 月 県教委より  

学級編制決定通知 

校園内支援体制の確立 

必要な研修の実施 



 

支援につながる情報収集を！ 

4 月から 次年度の就学の準備は始まっ ています。 子ども が在籍する認定こ ども 園、 幼稚園、

保育所や小学校等から 積極的に情報を収集し まし ょ う 。 最近では、早期から 療育機関や医療

機関を利用するケースが増えてき ています。 また、 健康増進課や子育て支援課、 教育センタ

ー等も 子ども に関する情報を持っ ている場合があり ます。 積極的に問い合わせて、情報収集

を行いまし ょ う 。  

情報収集は複数の目で！ 

一人での情報収集は、偏り や個人の判断が入っ てし まう 危険性があり ます。同じ 情報を複数

の人で共有するよう にすれば、 それを未然に防ぐ こ と ができます。  

就学については、 保護者と 複数回の見学・ 相談を！ 

就学にあたっ て迷わない保護者はいません。 一度結論を出し ても 、 数日後には揺ら いでいる

こ と はよく あり ます。本人や保護者が前向き に就学や進級について考えら れるよう に、 保護

者と 丁寧に見学や相談を行いまし ょ う 。 なお、 特別支援学級には、 以下のよう な種別があり

ます。 子ども の状態や診断を参考にし て、 適切な学級種別を選ぶよう にし まし ょ う 。  

特別支援学級種別： 知的障害、 肢体不自由、 病弱・ 身体虚弱、 弱視、 難聴、 言語障害、  

自閉症・ 情緒障害 

連絡シート の活用を！ 

支援が必要な子ども の就学や進学にあたっ ては、必要な情報が必要なだけ進学先に伝えら れ

るこ と が大切です。 伝えら れた情報を共有するためには、 文章で表し た方がより 確実に伝わ

り ます。 連絡シート （ 5 8 ページから ） 等を 活用し 、 正確な引き 継ぎを行いまし ょ う 。  

三木市療育連絡会では「 入学前のつどい」 を行っ ています！ 

小学校入学前の子ども がいる保護者同士が、意見交流や就学に向けての情報収集をする場と

し て、「 入学前のつどい」 を 行っ ています。 また、 学校と 保護者が情報交換を行う ための機

会でも あり ます。 毎年 5 月から 6 月に開催さ れています。  

適正な支援体制を！ 

通常の学級に在籍する子ども の中で、 支援が必要なケースが増えてき ています。限ら れた人

的配置ですが、でき る限り 適正な支援が行えるよう に各学校園での工夫が求めら れています。

学校園だけでは難し い場合、 教育相談や通級指導などを活用し まし ょ う 。  


